
忠海学園 平成３０年度 研究構想図 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夢や希望の実現に向けて，主体的に学び，行動する児童生徒 

めざす児童生徒像 

 

施設一体型小中一貫校の強み 

「つながり」 

他の生き方から学ぶことに価

値を見出し， 

「自分の世界」や「自分のよさ」 

を広げようとする 

自分のルーツである地域（忠海）

の中で育つ 

「自分のよさ」や「なりたい自分」

を見つけようとする 

 

自信を持ち，将来の夢や目標に向かって主体的に努力する児童生徒の育成 

 

道徳教育重点目標 

 

 

アイデンティティを育て，自己の可能性を伸ばす道徳教育の創造 

～対話から，道徳的判断力の育成を目指した授業づくりを通して～ 

研究主題 

 



                                               

 

 

 

 

 

   

 

     

 

 

 

       

 

       

 

      

 

 

 

平成２８年度 

●道徳的判断力を育成する授業とは？ 

●対話の効果的な活用方法は？ 

●TTならではの展開とは？ 

平成２９年度 

発問 板書 資料提示 ICT

対話ツール 対話サイズ ＴＴ打合せ 小中合同研修

●道徳的価値の自覚をより深めるユニット（単元）とは？ 

●大くくりなまとまりを意識したユニットノートを活用すると？ 

●ユニット（単元）と関連付けた異年齢集団での対話とは？ 

 

 

 

 

 

ユニット「目標に挑戦する心」と関連させて 

（学園「夢」朝会，学園「挑戦」朝会） 

ユニット「いじめを許さない心」

と関連させて（学園対話集会） 



               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度 
●教科書からユニットをつくるには？ 

●課題設定はどうしたらいいのか？ 

●ユニットから評価を行うには？ 

 

 

ユニットノートの前後記述（第５学年） 

           ユニットテーマ「チャレンジ」          

ユニットノート 

○ユニット：「道徳科」の単元化 

○ユニットテーマに迫るために，複数教材を複数時間で取り扱う。 

○異なる内容項目からテーマに迫り，道徳的価値の自覚をより深

める。 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ（ペア） 

対話から全体交流へ 

学園対話集会 

 

第４学年 

「とべ！ペットボトルロケット」 

（郷土史研究家） 

第３学年 

「ぼくらは小さなはかせ」 

（全日本マスターズ陸上選手） 

第５学年 

「ポペイロのヤマさん」 

（読書活動推進員） 

保護者からの運動会応援メッセージ（  ） ユニットノートへのコメント 

道徳的判断力の育成 

同
学
年 

異
年
齢 

保
護
者 

地
域 

多面的・多角的な 

ものの見方，考え方 



              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大くくりなまとまりとして評価 

 

目標を持って物事に取り組むことや，その目

標に向かって努力することの大切さを友達と

の意見の交流から感じることができました。

生活の中の自分の目標についても努力を続け

ていこうとする意欲も持てています。 

夢や目標をかなえるためには，失敗しても悔

しいと思っても，その思いをバネにして粘り

強く取り組むことが大切であるということに

気付き，今後の生活に生かそうと考えること

ができました。 

第６学年 学習指導案 

 

第３学年 板書 

 

ユニットノート記述（高学年） 

ユニットノート記述（低学年） 

授業後の自己評価 

児童に寄り添ったコメント 
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道徳通信「生きる」を語る 

 

ユニットの取組「チャレンジ」体験を語る 

ユニットノート記述（低） 

私がチャレンジして

きたことは・・・ 

先生も私たちと  

いっしょだ！ 

教科化に向けて保護者へ説明 「応援メッセージ」募集 

毎月１回発行し，学園の様子や

感想などを伝えています。 



道徳の時間（道徳科の授業）は好きだ 

 

 

 

 

 

 

道徳の時間（道徳科の授業）はためになると思う 

 

 

 

 

 

 

いくつかのお話をまとめて勉強することは「チャレンジ」（ユニットテーマ）について考えやすかった 

 

 

 

 

   

 

 

 

「チャレンジ」（ユニットテーマ）について勉強したことを自分の生活に活かせると思う 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

○成果 
  授業作りの工夫，ゲストティーチャーの招聘など，道徳の時間（道徳科）を充実させることや保護
者の協力を得ることにより，「道徳が好きだ。」「道徳の時間はためになる。」と考える児童が増加した。
また，ユニットを組んで授業を行うことにより，高学年になるにしたがって，なりたい自分，これか
ら生きていくうえでの身構えや方向性，生き方などについてしっかり考えることができ，道徳的判断
力の育成に効果があった。 

●課題と今後に向けて 
  自分のよさを見つけ広げていくことへのアプローチが不十分であった。今後も必要に応じてユニッ
トのテーマや教材を変えたり課題設定を工夫したりしながら，引き続きユニット学習を行っていく。
今後も保護者への理解と協力を図っていく。                                                                                                                                                                                                  
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月実施 


